
講師：たかぎあつこ氏（静岡県子ども読書アドバイザー） 
 

昔話の魅力について、昔語りでたっぷりおたのしみください！ 

講座の 

お知らせ 

沼津の地には古くから語り継がれた民話や伝説、歴史的な言い

伝えが残されています。 

現在、図書館では「絵物語ぬまづ昔ばなし」に描かれた昔ばなし

の数々と、その地の見どころを紹介しています。 

豊かな自然に恵まれたふるさと沼津の歴史と風土に培われた昔

ばなしから、先人たちのふるさとへの想いと豊かな心を感じ取

り、郷土の記憶として未来へとつなぐ一助となれば幸いです。 

令和６年４月より、小学生以下のお子様と一緒に図書館を利用する場合、土日祝日問わずいつでも

地下駐車場の料金が 1時間無料となりました。 

 

1階児童カウンター・1階一般カウンター・3階視聴覚カウンターにて対応いたします。 

お子様と一緒にお越しいただき、駐車券と、お子様の図書館の利用者カード（無い場合は保険証やマイ

ナンバーカード等年齢の確認ができるもの）をお出しください。職員が減免処理をします。 

 

※お子様と一緒でない場合やお子様の年齢が確認できない場合には減免できません。 

※３０分の免除チェッカーを通してしまった場合は、1階一般カウンターまたは 3階事務室にて修正が

できますので、お申し出ください。 

2階円形コーナーで開催中 

 
 
 

 

 
 

お子様連れの方への駐車券サービス変更のお知らせ 

                    

 

 

 

No.131 2024 年 ６月号 
（令和 6年 6 月１日発行） 

特集の 

お知らせ 

日時：７月７日（日）13：30～15：00 

会場：４階 第１・２講座室 

 

定員：３０名（先着順） 

対象：どなたでも（お子様も大歓迎） 

重要な 

お知らせ 

☆申込受付：６月 13日（木） 9:30～ 電話または電子メールにて 

 



 

               

               

市制 100周年特別企画 沼津の学校紹介シリーズ⑨  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間:６月６日（木）～６月３０日（日） 

場所：４階 展示ホール 
 

今年の文芸講座（『源氏物語』の入口へようこそ）に関連し、 

源氏物語や絵巻、後世でも描かれ続けた絵や浮世絵に関する 

資料を展示します。 

華やかな平安文化の世界が色鮮やかに紹介されていますの

で、ぜひご覧ください。 

  

沿革  

昭和 47 年（1972）4 月、駅北の発展、宅

地化にともなう児童数の増加に対応し

て、金岡小校区より概ね旧岡宮村（天神ヶ

尾を除く）・岡一色村にあたる地域、大岡

小学校区より概ね旧小林村・南小林村・上

石田村の一部にあたる地域を編入して、

現校地に創立しました。 校歌の作曲は

大賀典雄氏（1930-2011）です。大賀氏は

当時、CBS・ソニーレコード社長でした。   
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出典：国立国会図書館 HP NDL イメージバンク 

  『源氏物語絵巻 巻 36 柏木（一）』 

今回は平安時代が舞台！ 

一条帝が辞世の句で「君」と呼びかけた

のは、一体誰のことだったのか。 

明るい性格で愛され続けた定子、思慮

深く想い続けた彰子。正反対の彼女ら

は身内の権力闘争に翻弄されつつも、

帝の后としてどのように行動してきた

のかに注目です。もちろん、紫式部や清

少納言も登場します。 

『無間繚乱』 
秋山 香乃∥著 徳間書店 2024.1 

展示の 

お知らせ 


